6－8【岐阜県】
　2018年9月9日		豚一貫農場	（岐阜市）
			579頭(繁殖75頭、肥育362頭、子豚142頭)
　2018年11月16日	畜産センター公園（岐阜市）	
			21頭(子豚21頭)
　2018年12月5日	畜産研究所	（美濃加茂市）
			503頭(繁殖184頭、肥育102頭、子豚217頭)
　2018年12月10日	いのしし飼養施設	（関市）	
			22頭(いのしし22頭)
　2018年12月15日	農業大学校	（可児市）	
			10頭（繁殖３頭、肥育７頭）
　2018年12月25日	豚一貫農場	（関市）	
			7,861頭（繁殖751頭、肥育2,410頭、子豚4,700頭）
　2019年1月29日	豚一貫農場	（各務原市）
			1,662頭＊（繁殖127頭、子豚1,535頭）
　（関連と畜場）	と畜場	（岐阜市）	
			（係留頭数）149頭＊
　（関連農場）		豚肥育農場	（本巣市）	
			867頭＊（肥育豚867頭）
　（関連農場）		豚一貫農場	（恵那市）	
			4,284頭＊(親豚121頭、子豚4,163頭)
　2019年2月19日	豚肥育農場	（瑞浪市）	
			5,775頭＊
　2019年3月7日		豚一貫農場	（山県市）	
			1,507頭＊（親豚137頭、子豚1,370頭）
　2019年3月23日	豚繁殖農場	（山県市）	
			3,328頭＊（親豚875頭、子豚2,453頭）
　2019年3月30日	豚一貫農場	（美濃加茂市）	
			666頭＊（親豚72頭、子豚594頭）
【長野県】
（関連農場）	豚肥育農場（宮田村）	
		2,444頭＊(肥育2,444頭)
（関連と畜場）と畜場（松本市）	
		（係留頭数）38頭＊
【滋賀県】
　（関連農場）	豚肥育農場	（近江八幡市）		699頭＊(肥育699頭)
【大阪府】
　（関連農場）	豚肥育農場	（東大阪市）		737頭＊(肥育737頭)

家畜保健衛生所情報
令和6年11月13日牛飼養農家の皆様へ

国内初！福岡県・熊本県の牛農場でランピースキン病発生


令和6年11月６日、10日に福岡県で、また11月９日に熊本県の乳用牛飼養農場において、国内初となるランピースキン病の発生が確認されました。本病は昨年10月に韓国で発生後、今年の8月にも近隣国の韓国・台湾で発生が確認されており、日本国内への侵入リスクが高まっていた状況です。本病は感染牛の移動のほか、蚊、サシバエ、ヌカカ等の吸血昆虫（ベクター）により感染拡大します。牛飼養農家の皆様は、飼養衛生管理を徹底するとともに、平時より害虫対策を講じていただきますよう、よろしくお願いいたします。また、本病は全身の皮膚の結節や発熱、乳量の低下等の症状を呈します。早期発見のために毎日しっかり牛の状態を観察し、本病を疑う症状を確認しましたら速やかに家畜保健衛生所までご連絡ください。発生・感染拡大予防のポイント


☆農場外へ移動させる前の健康観察、感染が疑われる牛の隔離
☆蚊、ヌカカ、サシバエ等の吸血昆虫対策（殺虫剤の散布等）
☆他の畜産関係施設で使用した器具等を持ち込まない
☆注射針、人工授精用器具等の体液（生乳を除く）が付着する器具は
1頭毎に交換または消毒を実施
☆畜産関係者の海外渡航の自粛、関係者以外の農場への立入禁止
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【農林水産省】ランピースキン病に関する情報
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.html

症状・侵入防止対策については裏面もご確認ください！
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 大阪府家畜保健衛生所   〒598-0048　泉佐野市りんくう往来北１－５９
TEL　072-４58-1151　　　FAX　072-４58-1152
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[image: ランピースキン病について、主な症状と対策]
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